
人
と
自
然
と
の
共
生
へ
の
取
り
組
み
が
評
価

　

只
見
町
は
公
益
財
団
法
人
日
本
自

然
保
護
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
）
か

ら
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
自
治

体
認
証
」
を
受
け
、
そ
の
授
与
式
が

４
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
は
、
地
域
の
生
物
多
様

性
保
全
と
自
然
回
復
を
推
進
す
る
自

治
体
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
町
は

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
、
認
証
取
得
に
至
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
の
土
屋
俊

幸
理
事
長
か
ら
渡
部
町
長
に
認
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
証
書
を
受
け
取
っ
た
渡
部
町
長

は
「
只
見
町
の
自
然
と
生
活
文
化

は
、
地
域
全
体
の
財
産
で
あ
り
、
未

来
に
向
け
た
誇
り
。
こ
れ
ら
を
守

り
、
持
続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る

こ
と
で
地
域
の
発
展
を
目
指
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
取
得
は
、
10
周
年
を
迎

え
た
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

地
域
の
自
然
と
共
生
す
る
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

只
見
町
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
町
と
し
て
豪
雪
に
育
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
と
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

す
る
人
の
生
活
文
化
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
枠
組
み
を
利
用
し
た
人
と
自
然
と

の
共
生
を
図
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
、

「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保
護
す

る
条
例
」、「『
自
然
首
都
・
只
見
』
学

術
調
査
助
成
金
事
業
」、「
地
域
フ
ィ

ー
ル
ド
を
活
か
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」、「『
自

然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」、「
薪

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
」
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
活

用
の
様
々
な
取
組
や
、
自
然
・
文
化

を
活
か
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
、
独
自
の
学
術
調
査
研
究

助
成
制
度
を
通
じ
て
地
域
の
価
値
向

上
と
交
流
人
口
増
加
を
両
立
さ
せ
て

只
見
町
の
取
り
組
み
と

評
価
ポ
イ
ン
ト

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

自
治
体
認
証
と
は
？

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
自
治
体

認
証
は
、
市
町
村
が
地
域
の
生
物
多

様
性
の
重
要
性
を
認
識
し
、
保
全
と

再
生
に
向
け
た
計
画
を
策
定
・
実
行

し
て
い
る
こ
と
を
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
が

認
証
す
る
制
度
で
す
。
認
証
に
は
４

つ
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
首
長
に
よ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
宣
言

２
．
生
物
多
様
性
保
全
上
の
重
要
地

域
と
課
題
の
特
定

３
．
保
全
と
再
生
を
実
効
的
か
つ
持

続
的
に
行
う
計
画
の
策
定

４
．
土
地
利
用
の
改
善
、
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
の
発
揮
、
教
育
・
人
材

育
成　
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
取
り
組
み

　

只
見
町
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
基
準

を
満
た
し
ま
し
た
。

い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

�

自
治
体
認
証
」を
取
得

▲木製の枠に収められた認証書 ▲認証書を手渡した土屋理事長（右）
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